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１ （仮称）篠原地区公園遊具設計について 
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開会 午前 ８時５２分 

 

○書記（深澤隼人君） ご参集、大変お疲れさまです。 

  ただいまから（仮称）篠原地区公園整備事業特別委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただきまして、委員長の進行により進めてま

いります。 

  それでは、次第により、委員長挨拶、藤原委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（藤原正夫君） 改めまして、おはようございます。 

  早朝よりご苦労さまでございます。 

  皆さん、ご存じのように、ここのところ、昨日は厚生、建設、また、午後からも、10時

半からですか、総務があるということで、こんな時間になりました。ご協力よろしくお願い

をいたします。 

  今日は、遊具のことですけれども、活発な意見も期待をしているところであります。よろ

しくお願いします。 

  ただいまの出席委員は８名であります。定足数に達しておりますので、これより（仮称）

篠原地区公園整備事業特別委員会を開会いたします。 

  なお、山坂委員につきましては、欠席の旨の連絡がありましたので報告をいたします。 

  なお、本日は委員外議員の傍聴を許可しますので、ご承知おきをください。 

  それでは、これより次第の３、内容に入ります。 

  （１）（仮称）篠原地区公園遊具設計について、担当より説明をお願いいたします。 

  久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） お疲れさまでございます。 

  本日は、（仮称）篠原地区公園の屋外に設置する遊具及び子ども体験学習施設内に設置す

る遊具の案について、ご説明いたします。 

  それでは、委員会資料３ページをお願いいたします。 

  １、（仮称）篠原地区公園遊具設計について。 

  まず、（１）遊具設計業務委託について、ご説明いたします。 
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  基本コンセプトである「次世代へつなぐ創造の森」の実現に向け、これまでの検討経緯を

十分に踏まえて、子ども体験学習施設内及び屋外における設置遊具の設計を次のとおり委託

いたしました。 

  ①は子ども体験学習施設遊戯体験スペースの設計業務委託でございます。 

  委託事業者につきましては、同施設の設計を請け負った共同企業体に特命随意契約にて委

託をいたしました。 

  理由といたしましては、建築設計において、バンク遊具や大型ネット遊具など、具体的に

想定した中で設計し、大型遊具、設置個所の構造や加重に関するデータを詳細に把握してい

ること、また業務の効率性や継続性並びに施工時や供用開始後の安全性における責任の所在

を考慮したものであります。 

  業務期間、契約金額、業務内容については記載のとおりでございます。 

  次に、②につきましては、公園部分における屋外遊具設計業務委託でございます。 

  委託業者につきましては、こちらも公園の設計を請け負った共同企業体に特命随意契約に

て委託をいたしました。 

  理由といたしましては、公園全体を通じて、事業コンセプトを反映しつつ、子ども体験学

習施設内の屋内遊具との重複を避けるとともに、一体性を確保する必要があることなどを考

慮したものでございます。 

  業務期間、契約金額、業務内容は記載のとおりでございます。 

  次に、（２）遊具設置配置図案についてでございます。 

  これまでの市民アイデア、ワークショップ、サウンディング結果等を十分に考慮しつつ、

障がいを持つ子も一緒に楽しめること、屋内外にそれぞれ設置する遊具に一体性、つながり

を持たせること等を特に重視した設計を依頼いたしました。 

  本公園は、アクティビティ・学び・遊びの連続性、静的・動的空間の緩やかな交わり、活

動と交流拠点となる等のコンセプトの下、施設全体の配置設計や回遊導線が設計されている

ことを踏まえ、遊具設計のコンセプトを「めぐり、まじわり、あつまる」とし、設計業務を

進めているところでございます。 

  次に、委員会資料を一旦閉じていただき、別紙１、全体計画図をお開きください。 

  別紙１、全体計画図でございます。公園全体の計画図であります。 

  赤い太枠で囲っている箇所は子ども体験学習施設でございます。屋内遊具はこの施設内に

設置いたします。 
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  青い太枠で囲っている部分は公園の北区画であります。屋外遊具は北区画に設置をいたし

ます。 

  次に、遊具の案について、初めに都市計画課から、屋外遊具についてご説明いたします。 

  資料につきましては、別紙３、屋外遊具（案）をお開きください。 

  なお、別紙２の資料につきましては、屋外遊具の配置図となります。タブレット内にもご

ざいますが、紙ベースでもご用意をいたしましたので、別紙２の配置図を紙でご覧いただき

ながら、タブレットにて別紙３の屋外遊具（案）をご覧いただく形を取らせていただきます。 

  屋外遊具につきましては、紙の別紙２の配置にお示ししております左上の①インクルーシ

ブ遊具から反時計回りにぐるっと囲むように回り、15の築山滑り台までを設置する計画で

す。 

  それでは、タブレットにて別紙３、屋外遊具（案）の２ページをお願いいたします。 

  まず、①インクルーシブ遊具です。 

  障がいの有無にかかわらず、どんな子供でも一緒に遊べるインクルーシブ遊具を設置しま

す。写真にある遊具は、グッドデザイン賞の大賞を受賞した障がいの有無にかかわらず、誰

もが遊ぶことができる遊具の研究プロジェクトで開発されたもので、本公園のインクルーシ

ブの象徴になり得ると考えております。 

  次に、②水遊び場です。子供たちが大好きな遊びとして、常に挙げられるのが水遊びであ

り、本特別委員会でもご要望をいただいております。写真は昔ながらの手押しポンプを使っ

て水をくみ上げるもので、夏の暑い時期には子供たちに大人気の場所になると考えておりま

す。 

  次に、③砂場です。砂遊びは創造力の宝庫です。感覚が研ぎ澄まされ、五感の発達につな

がります。 

  次に、３ページをお願いします。 

  ④、⑤、鉄棒です。写真のとおり、学校などにもある一般的な鉄棒を二連式と三連式の２

つの設置を考えております。シンプルですが、子供だけでなく、大人の健康づくりにも役立

ちます。 

  次に、⑥、⑦、ブランコです、右側の写真がインクルーシブなブランコです。円盤型の座

面が体を包むようなイメージで、誰もが安心して揺れを楽しむことができます。また、通常

のブランコと並列して設置することで、障がいのある子もない子も一緒に遊ぶことができま

す。 
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  次に、⑧登り棒及び⑨Ｓ字雲梯です。登り棒は一番左のシンプルなもの、中央の複合的な

ものなど、幾つか種類があり、どのような種類や配置にするかは検討中でございます。また、

一番左のＳ字雲梯は、既存の樹木の中を縫うように配置することを計画しており、こちらも

ただ単に雲梯だけではなく、雲梯の上から遊具をつるすなどして、複合的な遊びの要素を組

みこんだものにする予定でございます。既製品ではなく、既存樹木を縫うように設置する特

注品であるため、詳細な設計内容を現在検討中でございます。 

  次に、４ページをお願いいたします。 

  ⑩から⑮は芝生ひろばゾーンです。芝生広場内の築山の地形を利用し、子供の五感や好奇

心を刺激し、冒険心を育むよう、登る・滑る・くぐるなどのアスレチック要素を含む遊具を

複数設置する予定です。 

  これで、遊具ごとの説明は終わりますが、紙の別紙に、配置図の裏のほうに屋外遊具の３

Ｄパーツのイメージを添付してありますので、ご参考にご覧いただきたいと思います。 

  以上で、都市計画課からの屋外遊具の設計は終わります。 

○委員長（藤原正夫君） 樋川子育て支援課長。 

○子育て支援課長（樋川浩一君） それでは続きまして、子育て支援課より、子ども体験学習

施設内に配置いたします屋内遊具について説明をさせていただきます。 

  説明資料につきましては、別紙４と別紙５となります。 

  別紙４につきましては、タブレット内にもございますが、お手元に紙ベースでも用意させ

ていただいております。屋内遊具の配置図となります。 

  子ども体験学習施設の１階、２階平面図となり、水色の部分が今回ご説明させていただき

ます屋内遊具エリアとなっております。 

  ①のメインエリアから、⑦の幼児エリアに分けてご説明をさせていただきます。 

  こちらを紙でご覧いただきながら、タブレット内の別紙５をご覧いただく形を取らせてい

ただきます。 

  それでは、タブレットにて、別紙５、屋内遊具（案）の２ページをお願いいたします。 

  お手元の配置図は、屋内遊具エリア中央に位置します①メインエリアとなります。 

  大型スロープやバンク遊具のほか、１階と２階をつなぐ大型ネット遊具を中心とした子供

たちが室内で思い切り体を動かすことができるエリアとなっております。 

  上のイメージ図は、バンク遊具のイメージ図となります。バンク遊具下の床は滑り降りて

も安全なクッション性のある床を採用しており、またバンク遊具の途中に後ほど説明いたし
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ますスロープ下エリアの遊びを発見するのぞき穴の設置を予定しております。 

  下のイメージ図は、スロープ及び大型ネット遊具となっております。スロープには安全を

配慮し、ガイドバーを設置いたします。また、大型遊具は１階と２階が行き来できる造りと

なっております。 

  ３ページをお願いいたします。 

  バンク遊具及びネット遊具の立面図になります。 

  右上にありますのがネット遊具の立面図となり、頂上は甲斐の山々をモチーフにした造り

としております。また、ネット遊具下の床も安全性を配慮し、クッション性のある床として

おります。 

  次に、左側はバンク遊具の立面図となります。 

  中央に階段を設置いたします。また、バンク遊具立面図右側が一番長く傾斜がついており、

左側に行くにつれて、上り下りする距離が短く、傾斜が緩やかになっていることから、高学

年から低学年までの幅広い子供が遊べる造りとなっております。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ②のスロープ下エリアとなります。 

  別紙４、配置図は１階平面図のメインエリア、バンク遊具下のスペースとなります。スロ

ープ下の暗い空間を生かし、光を使った遊びや工作物を投影するデジタル遊具などの導入を

予定しており、秘密基地のような学びのある遊び空間としたいと考えております。 

  次に、下のイメージ図、③体験学習エリアですが、こちらは別紙４、配置図の１階平面図、

メインエリアのバンク遊具横のスペースとなります。こちらは公園内の素材を使った遊びや

工作体験ができるほか、ボードゲームなどの遊びや三面鏡を使用した遊びなど、子供たちが

のびのびと遊ぶことができる空間としております。 

  次に、５ページをお願いします。 

  上のイメージ図、④屋外デッキエリアは、別紙の４、配置図の２階平面図中央にあり、屋

外デッキを利用した遊び場となっております。屋外デッキには、可動式の木琴の柵を設置す

るほか、ウッドデッキになじむようデッキ材を使用した滑り台ベンチの設置を予定しており

ます。 

  次に、下のイメージ図、⑤見守りエリアですが、別紙④、配置図２階平面図のスロープを

上がった場所となります。このスペースには、子供の遊びを見守ることができるよう、ベン

チ等の設置を予定しております。また、このスペースを利用し、幼児向けのおもちゃなどの
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設置も検討しております。 

  次に、６ページをお願いします。 

  上のイメージ図、⑥のデジタルエリアとなります。 

  別紙４、配置図の２階平面図の大型ネット遊具と、⑤見守りエリアの間となります。こち

らは、全ての子供たちが一緒に遊ぶことができるよう、電子黒板の導入を検討しております。

線を書いたり、シャボン玉を手でたたいて割ったりと、光と音で創造的な遊びが創出され、

親子でも楽しむことができます。 

  最後に下のイメージ図、⑦の幼児エリアとなります。 

  別紙４、配置図は１階平面図のメインエリア、バンク遊具前と２階平面図の大型ネット遊

具前の２か所となります。１階のバンク遊具正面は幼児向けの木のボールプールの設置を予

定しております。また、上の兄弟たちがバンク遊具で遊んでいる様子を保護者が見守りなが

ら、幼いお子さんと遊ぶことができるよう設計しております。 

  なお、２階の大型ネット遊具前には、幼児や障がいのある子供もネット遊具で遊ぶことが

できるよう、小さめのネット遊具の設置を予定しております。 

  以上が、子育て支援課からの屋内遊具設計についての説明となります。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（藤原正夫君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ここで委員並びに職員各位に申し上げます。 

  質問は一問一答とし、また質問・答弁は簡潔・明瞭にしていただけますようお願いを申し

上げます。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑がありましたら、お願いをいたします。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 屋外遊具、思ったより非常に私たちの意見というか案が生かされてい

て、非常によくなったと思います。特に、水遊びとか、築山とか、あるいは砂場ですね。た

だ、砂場のことでちょっと気になったんですけれども、よくペットとの関係です。公園です

から、散歩に来る方もいらっしゃるでしょうし、地域に住んでいる猫ちゃんたち、そういう

のが来て、排泄物をやったりすることもあるかと思うんですけれども、その辺の対策をどう

いうふうに考えていらっしゃるかなと思いまして。 
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○委員長（藤原正夫君） 秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 砂場の管理につきましては、国土交通省の都市公園における遊具

の安全確保に関する指針に基づいて管理を行っていきます。砂場につきましては、異物等の

混入があるか、目視等で確認をしていきたいと思っています。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません、それと、屋内遊具についてちょっと伺いたいんですけれ

ども、当初予定の運営について、有料化とかいろいろ考えていらっしゃるみたいなんですけ

れども、今のところどういうことになっているんでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 樋川子育て支援課長。 

○子育て支援課長（樋川浩一君） お答えいたします。 

  運営方式、また料金等につきましては、現在、検討をする中で、最善の方法を考えていき

たいと考えております。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 屋外遊具についてなんですけれども、遊び場を、水遊びができるスペ

ースを設けていただいて、ありがとうございます。とても要望の多かったものですし、子供

たちも大好きな遊びなので、とてもありがたいです。 

  こちらの手押し式の、ポンプ式の水くみ上げを予定しているということなんですけれども、

こちらは掘削した井戸水を使うんでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） こちらの水につきましては、安全性を考慮する中で水道水を

使うことを予定しております。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 分かりました。 

  そうすると、先ほど谷口委員がおっしゃったように、ペットの、猫はちょっとコントロー

ルしようもないとは思うんですけれども、犬の散歩でこういったエリアに入っていいかどう

かというのは、どのように検討されているでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保課長。 
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○都市計画課長（久保欽一君） それはまた今後の検討になるんですが、今現在、都市公園に

おきましては散歩することはいいんですけれども、通り道を散歩することはいいんですけれ

ども、中に入れるということは今、禁止されているので、そのようなことをここの公園でも、

ペットは禁止というような形にするのかどうなのか、今後、その辺につきましては、また検

討していきたいと考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、屋内遊具のほうに、ちょっと、１つ聞かせてください。 

  すごく屋内遊具も、子供たちがたくさんの、いろんな年齢の子たちが遊べるような設計に

なっていていいなと思うんですけれども、１点、クッション材ですとか、床材で、あとはガ

イドスロープなんかも、結構、子供たち激しく動いて衝撃が強いと思います。各地のそうい

った施設を見ても結構破損していて、それをガムテープだとかで修復しているという様子も

見られるんですけれども、今回、それなりに大型のものなので、そういった修復、メンテナ

ンスだとか、交換が容易なものなのか、それともなかなか破損も修復できないようなものな

のかというところがちょっと気になりまして、そのあたりいかがでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 柴﨑児童係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） お答えいたします。 

  そのそういう部分につきましては、また事業者等に要望を出しながら、そういったもので

対応できるように検討してまいります。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ぜひ、よろしくお願いします。特に消耗の激しい部分になると思いま

すので、安全性や見た目ですとか、そういった面でも注意を払っていただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） ほかにございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 野外の遊具の件でちょっと、さっきのブランコの部分ですけれども、

⑥、⑦ですか、インクルーシブを取り入れて、障がい児もということでなんですけれども、

１つ、現状の、隣の通常のブランコなんですけれども、近年、やはりブランコへ背もたれが

ついているというんですか、ちょっとお子さんが手を放してしまったですとかで転倒してし

まうなんていう、近年、ちょっと椅子みたいな感じのブランコもあるんで、こういったもの

もあってもいいのかななんていうふうに思っていますし、あとは子供ですので、結構ブラン
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コの中に入ってしまったりですとか、ある程度、遊ぶに当たってのルールというのは必要に

なってくると思うんですけれども、こういった部分もちょっと検討していっていただきたい

と思うんですけれども、ちょっとそれを。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） ブランコの、今、画面で見ている、これはあくまでも設置例

でございますので、今のご意見を参考にさせていただきながら設置してまいります。 

○委員長（藤原正夫君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） もう１点、屋内ですけれども、こういった様々なデッキとかエリアは

特に私はないんですけれども、置く様々な家具ですとか椅子ですとか、小さなお子さんも来

るということで、近年、角のところが丸みを帯びているとか、万が一、転倒したとかでこう

いった素材というんですか、角が丸みを帯びたりとか、またはゴムみたいな素材を当ててい

るなんていうふうなことも近年見受けられるので、こういった部分も考慮していただきたい

と思うんですけれども。 

○委員長（藤原正夫君） 樋川子育て支援課長。 

○子育て支援課長（樋川浩一君） ご要望にあるように、そういった安全配慮には徹底させて

いただく中で、設計をさせていただきたいと思っております。 

○委員長（藤原正夫君） ほか、ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 委託業者のことについて聞きたいんだけれども、こうやって大体、こ

こに関わっている業者がみんな、この遊具の設計に関わっているんだけれども、これ、全て

の人がこれ、名前が載っているんだけれども、このことに関して関わるということはないん

じゃないかなと思うんだけれども、その辺の責任というか、統括するというか、そういう遊

具に関する部分においては、どういう流れになっているのか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） この設計を委託した業者の責任という形の中で、一番は、今

回、特命随意契約とした中で、遊具の関連性とか継続性というのもあるんですが、一番は先

ほどご説明いたしましたように、施工時や供用開始後の安全性における責任の所在というと

ころがいろんな設計業者が入り込むと、どこが一番悪かったのかというところが分からなく

なるということの中で、今回、公園や建物を設計した業者に遊具のほうも委託をしたという

ようなことで、ここが責任を負うというような形の中で、今回、そのようにさせていただき
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ました。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） というのは、遊具だから、どういう不慮の事故が発生するか分からな

いように、その原因というものがどこの責任かということが明確になっていないと、要する

に、この、今ここに出ている設計者は、施工はしないよね。当然その人たちが、どこかに委

託をして、遊具はやると思うので、その責任分野が、その関わった分において、その設計者

が責任を持つということでいいということだね。 

○委員長（藤原正夫君） 久保課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 建物については建物を設計したところが全て遊具に対しても

責任を持つと。施工に対しても、我々がこの施工については建物と一体的に施工する遊具が

ございますので、今、建物を取っている業者が施工するのが一番よいと考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 分かりました。 

  それで、もう１点、屋外デッキエリアのところで、屋外遊具があったんだけれども、この

屋外デッキエリアというのは、屋根が全部、屋外デッキエリアの下の遊ぶところの屋根は全

部造る中でのあれということか。屋外だから、屋根がないのか、ついているのか。 

○委員長（藤原正夫君） 柴﨑児童係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） お答えいたします。 

  こちらの④の屋外デッキエリアにつきましては、基本、屋根がないような形になっており

ます。一部、軒はあると思うんですけれども、全部屋根というのは、屋外なのでこの分だけ

はないような形になっております。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 屋外デッキエリアだと、時期的にいつ遊ぶか分からないけれども、や

っぱり屋外で遊ぶということになると、雨よけとか、そういう子供たちが遊ぶんであれば天

候上の問題もあるから、雨が降ったり、夏場なんか日が強いんで、日を遮るようなものもあ

ったほうがいいような気がするんだけれども、その辺の考え方というのはどうなんですか。 

○委員長（藤原正夫君） 柴崎児童係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） お答えいたします。 

  雨とか、雨天時とかは屋内を中心に遊んでいただきたいとも考えてはいるんですが、夏の

日差しが強いときなどは、また日よけ対策とか、また遊具とか入れた後とかで、ちょっと検
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討してまいりたいと考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） できれば全面でなくてもいいから、ちょっとそんなことも配慮してい

く必要があるかなと思ったんで。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） ちょっとお尋ねしたいんですけれども、今、いこいの広場とかそうい

ったところのベンチ、昔は木製がほとんどだったんですけれども、最近は鉄製かスチール製

ということなんですけれども、今回、非常に立派な施設を造っていただく中で、屋外のそう

いう施設の中で、いわゆる日差しが強くて、焼けて触れない、座れないベンチとか、そうい

ったもの、そういったことに関しての日差し、熱に対しての対策は取られているかどうか、

その辺をちょっとお聞きしたいです。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 屋外のベンチにつきましては、今、別紙２の配置図あるんですけ

れども、そちらのＳ字雲梯のちょっと下側のほうに連続ベンチを今検討していますけれども、

そちらのほうの素材についてはコンクリート製のベンチを考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） コンクリート製ということになると、相当熱は、夏は焼けると思うん

ですよね。実際に使用可能でしょうか、安全性とか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 石の形のベンチをこの通路沿いに造る予定なんですけれども、

こちら、この別紙２をご覧いただくと分かるように、緑色の丸が全て木になっていて、ここ

が一応木陰のエリアということを我々は想定しておりますので、そういう意味でいえばベン

チは熱くならないというような、私どもは想定でおります。 

○委員長（藤原正夫君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） それから、そのベンチのことに関してそうなんですけれども、いわゆ

る立ち上げのポールとか、遊具を立ち上げる、そういった素材はやっぱり鉄あるいは木製で

すか。 
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○委員長（藤原正夫君） 屋内のか、屋内遊具か。 

○委員（清水和弘君） 屋外ですね。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 遊具については鉄製を考えております。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

○委員（清水和弘君） 分かりました。安全性に気をつけて扱ってもらいたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） じゃ、そんなことでよろしくお願いします。 

  ほかに、まだありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと飲食について伺いたいんですけれども、よく公園なんか行く

と、お母さんとか保護者の方が荷物を持って、弁当を持ち込んだりとか、そういうのをしな

がら見たりしているんですけれども、そういうのは可能なんでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 公園に行くときにお弁当を持っていくというようなことは一

般的にされておりますので、そこは可能にしております。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それは屋外エリアいうことでいいんですね。それとも屋内エリアもか。 

○委員長（藤原正夫君） 柴﨑児童係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） お答えいたします。屋内エリアにつきましては、別紙４の１階平

面図の中央のほうに、フリースペース等がありますので、そちらにつきましては飲食可能に

する方向で検討をしております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） あと要望だけなんですけれども、この外周のところ、できれば低木で

もいいので木を植えて、植栽していただくとか、そういうようなところ、ぜひお願いします。 

○委員長（藤原正夫君） 要望でよろしいですか。 

○委員（谷口和男君） はい。 

○委員長（藤原正夫君） ほかにございますか。 

  若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） すみません、もう１点お願いします。 

  屋内の中央のフリースペースなんですけれども、以前、ここにちょっと水の流れる小道が

あるという、そういう設計だったと思うんですが、今回、屋外に井戸、手押し水遊びエリア

がありますので、それはもう完全になくなるという方向でよろしいでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） こちらについては、屋外とリンクするという形ではなくて、

もう設計の中で組み込まれておりますので、水遊び場としてはそのまま設置という方向で、

今考えております。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

○委員（若尾彰子君） はい、ありがとうございます。 

○委員長（藤原正夫君） ほかにございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、遊具の件で。野外、外の遊具の件でちょっと聞きたいん

ですけれども、この遊具の耐用年数とか、あと保証って具体的にどうなっているか、ちょっ

と分かっていたら参考までに聞かせてください。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 遊具の耐用年数につきましては15年となっております。 

○委員長（藤原正夫君） 15年だそうです。 

  秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 保証につきましては、遊具が日本公園施設業協会が定めた製品を

使っておりますので、それがもし何かあった場合はそちらのほうと相談をしながら、保証の

対象となると思っております。 

○委員長（藤原正夫君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） ちなみに保証期間はどうなっているのですか。期間というのはあるん

ですかね。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山整備係長。 

○整備係長（秋山裕介君） 遊具についても保証期間はあると思いますけれども、ちょっとこ

のほうはまた製品業者と、また詰めていきたいと思っています。 

○委員長（藤原正夫君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 次のときでもいいんで、その辺が分かったら、また報告いただきたい
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と思います。お願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） ほかには。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） １点ちょっと確認だけれども、これを、遊具を選定するに当たって、

担当の皆さんがどんなところを調査して、どういう形だったのか、その経過をちょっと説明

してもらえれば。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 遊具の経過でございますけれども、まず、遊具の設計に当た

っては、今まで行ってきましたアイデアの募集とか、市民ワークショップ、また昨年度実施

しましたサウンディング業務の成果なども踏まえまして、両方の委託に絡んでおりますオー

プン・エーという業者を中心に設計をしてきたわけでございますが、去年のサウンディング

の中で屋内遊具場の運営実績のある業者からも聞き取りを行っておりますので、それらを参

考にしながら、今回、コンセプトの「めぐり、まじわり、あつまる」ということで、設計を

してまいりました。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それは設計業者だけれども、実際、皆さんがそれを選定するに当たっ

て、どういう、皆さんの目でどこか行って視察してきたとか、それを参考にしてそうやった

とかという、そういうことどの程度あったのかという、そういう意味合いです。 

○委員長（藤原正夫君） 柴﨑児童係長。 

○児童係長（柴﨑智之君） お答えいたします。 

  屋内遊具等につきましては、岐阜県の各務原市のところとか、あと議会のほうでも視察に

行かれた森のわくわくの庭とか、その他類似施設等、県外の先進地施設を何件か行かせてい

ただきまして、担当のほうで直接見て、よいものとか、あとは要望のあったものを考慮した

中で、この屋内遊具等の配置案を検討してまいりました。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 分かりました。そういうせっかく皆さんが視察に行ったりして、そう

いう設計者の意見を混ぜながら、こういうものに至ったというところが非常に重要なことだ

と思うんで、我々もそういった皆さんの考えとかやってきたことが、この中に反映されてい
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るということは今確認させてもらったので、これから頑張っていただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  なければ委員の質疑を終わります。 

  以上で、（仮称）篠原地区公園遊具設計についてを終わります。 

  次に、（２）その他に入ります。 

  都市計画課よりその他がありますので、説明をお願いいたします。 

  久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 続きまして、都市計画課からその他として２点、ご報告させ

ていただきます。 

  まず、篠原地区公園子ども体験学習施設及び多目的棟・南トイレ棟建設工事の安全祈願祭

及び起工式のご案内をさせていただきます。 

  日時は令和７年３月９日日曜日となります。場所は、子ども体験学習施設建築現場で執り

行います。市議会からは正副議長をはじめ、（仮称）篠原地区公園整備事業特別委員会の皆

様をご招待させていただきたく、本日案内状をお配りさせていただいておりますので、ご出

席を賜りますようお願い申し上げます。 

  次に、ふるさと納税制度を活用したクラウドファンディングについての途中経過をご報告

いたします。 

  昨年12月13日から２つのふるさと納税サイトにて募集を行ったところ、一昨日現在で、

約8,700万円のご寄附をいただいている状況でございます。このうち、返礼品が３割、事務

費２割を引いた約５割が事業費に活用できる分となります。年末までに集まった分につきま

しては、２月補正にて本事業の一般財源に充当する予定でございます。それ以降の寄附金は

基金に積み立てて、令和７年度以降の事業費へ充当する予定でございます。 

  なお、返礼品を受け取ることができない甲斐市民の皆様や、返礼品がなしでも寄附したい

という方への独自の取組といたしまして、返礼品なしで１万円以上の寄附をしていただいた

方につきましては、公園内に設置する銘板に個人名を掲載するという特典を用意し、広報２

月号において周知をさせていただきます。今年度は今年３月12日までが募集期間となりま
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すが、引き続き令和７年度、令和８年度も実施することを考えております。 

  今年度の最終金額につきましては、新年度の特別委員会において報告をさせていただきま

す。 

  以上で、都市計画課からのその他を終了いたします。よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いをいたします。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） 前にちょっとお願いをしました工事に伴う防護柵ですか、あの柵の安

全性ということで、住民の人たちから非常に視覚的に暗いと、それからもう一つは交差点等

の安全上の問題ということで、さっそく、あれは東側でしょうか、あそこのコーナーは透明

性の防護柵というんですか、表現それでいいのかどうか分かりませんが、していただいて、

非常に周りから安全性が高まってよくなったということで、大変喜んでいただけました。 

  もう一つは、施設の、要するに建設で、あれがぐるっと囲まれて非常に暗いということの

中で何しているか分からないということで、あそこの防護柵にちょっとしたやはたいぬとか、

そういったキャラクターの絵を描くとか、何かやるということの要望が大分出ているようで

すけれども、その辺、お聞きになっていらっしゃるでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） ご要望は聞いております。これにつきましては、施工業者と

検討いたしまして、実施する方向で進めてまいります。ただ、その実施方法につきましては、

あそこの盤が凸凹していますので、そんな方法になるか、ちょっとまだ検討中でございます

が、何か、今のままではなくて、何か、例えば完成予想図ですとか、やはたいぬ君ですとか、

そういう形で、和らげるような形でする計画でございます。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） できれば、そういった意味では大変施工に難しいと思うんですけれど

も、できれば近隣の子供たちにちょっと絵を描いていただくとか、そんなこともちょっと考

えていたんですけれども、いずれにしてもいろいろ業者との調整もあるようですから、しっ

かり考えていただいて、ぜひいいものができるように、みんなが明るく、楽しく、施設を迎

えられるように、環境を整えていただきたいと、こんなふうに思います。 

  以上です。 
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○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  クラウドファンディングが8,700万円、５割が使えるですから、こんなようで、また隣に

は山縣神社もあります。今年は300年だそうです、祈願祭もあるから、そんなこともお願い

をしたいと思います。 

  ほかにございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その他でいいということだね。 

○委員長（藤原正夫君） 大丈夫ですよ。 

○委員（内藤久歳君） 工事の流れなんだけれども、できれば、私の希望としてみれば、１回

は現地が手つかずの状況で視察したんだけれども、今は、木をかなり切っちゃって、荒れも

しますよね。だから、折に触れて、やっぱり経過を見るために、この委員会でも現地視察を

やって、どんな流れで進んでいるのかなという、そういうところを委員長にお願いをしたい

んだけれども、当局と検討しながらそういう機会をつくってもらえばありがたいというふう

に思っています。よろしくお願いします。 

○委員長（藤原正夫君） 分かりました。この点につきましては、正副委員長で相談して、事

前にこちらの執行部側のほうでも話をしたところでございまして、今ちょっとごたごたして

いるから、それでしたら、皆さんで１回、２回、事あるごとに現地視察したいと思います。 

  じゃ、私のほうからも強く要望しておきます。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） お願いします。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ、質疑を終了します。 

  続きまして、次第の４、その他を行います。 

  委員より特別委員会関係で、その他何かありましたらお願いをいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） 事務局よりありましたらお願いをいたします。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ、その他を終わります。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 
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  これをもちまして、（仮称）篠原地区公園整備事業特別委員会を閉会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前 ９時４０分 


